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革新的分子標的薬創製を志向した真の“天然物創薬フ
ロンティア研究”
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高齢化社会において、がんや心不全をはじめとし
た多因子疾患の新しい治療薬・予防薬のリード
化合物の開発が希求されている。また、生物活
性小分子の標的タンパク質や標的シグナルパス
ウェイの発見は、対象疾患の治療標的となりうる
ために、生物活性小分子の標的タンパク質を迅
速に同定する技術開発が希求されている。

有用な天然有機分子の開拓・創製・先導
的ケミカルバイオロジー研究に成功
がん特異的微小環境および心不全発症機構
などを標的として、独創性の高い”天然物創
薬フロンティア研究”の遂行により、複数の創
薬リード化合物の開発、治療標的タンパク質・
標的パスウェイの解明に成功した。

ケミカルジェネティクス的手法を基盤とし
た生理活性小分子―結合タンパク質の解
析・同定システムの確立
標的未知の生理活性小分子の結合タンパク
質（標的タンパク質）の探索・同定のための
画期的なプラットフォームの開発に成功した。

がん特異的微小環境および心不全発症機構な
どを制御標的とした新規天然有機分子の開拓・
創製・薬理活性評価を基軸としたオリジナリ
ティーの高い生理活性小分子の開発、ならびに
ケミカルジェネティクス的手法を基盤にした生理
活性小分子―結合タンパク質（標的タンパク質）
の迅速な解析・同定システムの構築を目指す。
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本研究課題で開拓した天然有機分子は、がん
や心不全などの多因子疾患に対する治療薬・
予防薬のリード化合物としての貢献が期待さ
れる。また、生理活性小分子の結合タンパク

質探索・同定システムである5-SOxTプローブ
法等は、薬剤の対象疾患における治療標的タ
ンパク質・標的パスウェイの迅速な発見への貢
献が期待される。
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有用な天然有機分子の開拓・創製・先導的ケミカルバイオロジー研究

5-sulfonyl tetrazole基を利用した5-SOxTプローブ法の開発


